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平成 27年度天草国際トライアスロン大会の「休止」について 

 平素から本大会の開催に対しましては格別なご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し

上げます。また、昨年の 7月 27日に開催しました「第 30回天草国際トライアスロン

記念大会」は皆様からの多大なるご支援とご協力により、大会を無事終えることがで

きましたことに対し改めて感謝申し上げます。 

 さて、この大会は、昭和 60 年（1985 年）に第 1 回大会を開催し、これまで 30 回

を数える歴史ある大会であります。また、オリンピック正式種目（51.5ｋｍスタンダ

ードディスタンス）の日本発祥の地として全国に知られている大会でもあります。 

 しかしながら、ここ数年、「大会に対する市民の関心度及び天草のＰＲ効果の低下」、

「コースの見直し」、また「ボランティアスタッフの確保」などの諸問題が出ており、

これらを解決するため、主催３団体（日本トライアスロン連合、㈱テレビ熊本、天草

市）において協議を行った結果、「これまでの大会における諸問題を解決するため、

第 31回大会（平成 27年度）を休止し、今後の方向性について検討を行う」という結

論に至りましたので、平成 27年 3月 27日開催の実行委員会で報告を行いました。 

 今後は、主催団体も含めた関係者で検討委員会を立ち上げ、平成 27 年度中に課題

の対策・対応策の検討を行ってまいります。 

 大会の開催を心待ちにしておられた選手・関係者の皆様には誠に申し訳ありません

が、平成 27年度大会は休止することをご報告いたします。 
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